
連続講座 男女不平等を変えていこう！学習会 2018                  配布期限：2018年 10月 21日 

2018年度すてっぷ登録団体事業助成金事業 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時：２０１8 年10 月 21 日（日）10:00～12:00 

会 場：すてっぷセミナー室 1（阪急豊中駅すぐ西側、エトレ豊中5F） 

参 加 費： ５００円（学生３００円）  

  

 

 

〈連絡先〉Tel＆Fax 06-6841-9911、kyousei21c@gmail.com（坂本） 

世の中、半分は女性なのに、「女性だから」 

ってイヤな思いをすることが多くありませんか。 

家事・育児・介護の負担、仕事は低賃金・非正規雇用、シングルマザー

は大変、性暴力被害者なのにバッシング、セクハラ加害者を擁護する大臣、

女性は出産するのでと女性の合格者数を抑える医大…。まだまだあるけど、

こんなこと、もう終わりにしよう！  

女性にやさしい社会を創るために、政治を変えよう！  

そのために、女性の声を議会へ届ける女性の議員をもっと増やそう！ 

<プロフィール> 上智大学法学部教授。専門はジェンダーと政治、福祉国家論。 

  『日本の女性議員：どうすれば増えるのか』（朝日選書）、『私たちの声を

議会へ：代表制民主主義の再生』（岩波書店）など、著書多数。 

パリテ・キャンペーンやパリテ・カフェの活動も行っている。 

 

 

今年の 5月、国会で「政治分野における男女共同参画の推進に関する法律」

ができました。“候補者を男女均等へと、各政党は努力しよう”というもの。

大きな一歩だけど罰則はなく、私たちが黙っていたら、どうなるでしょう。 

各政党に実行させるために、私たちは何をすればよいのでしょうか。 

「日本版パリテ法」と名付け、この法の成立に尽力された講師のお話を

一緒に聴き、私たちも大きく一歩を踏み出しましょう！ 

 ひ
ど
い
！ 

#Me Too 

Me Too 

※パリテ法：女性の議員が少なかったフランスで、2000 年に創られた。パリテとは、フランス語で

「同数」の意味。今では、男女ペアで立候補し、男女同数の議員が誕生という方法もとられている。 

 

 

 


